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令和６年度第１回袖ケ浦市公民館運営審議会 

 

１ 開催日時  令和６年５月２３日（木） 午後３時開会 

 

２ 開催場所  根形交流センター ２階視聴覚室 

 

３ 出席委員 

委員長 齋藤 隆彦 委 員 福原 孝彦 

副委員長 片寄 礼子 委 員 大熊 弘子 

副委員長 篠原 和行 委 員 前田 元子 

委 員 庄司 光利 委 員 石井 喜三江 

委 員 土師 宏美 委 員 鈴木 美恵子 

委 員 田中 輝博 

   

 

（欠席委員） 

委 員 早川 敦 

 

４ 出席職員 

教育部長 生方 和義 長浦公民館顧問 地引 等 

生涯学習課課長 重田 克己 根形公民館館長 加藤 宏明 

市民会館館長 島田 宏之 根形交流センター

主幹 

葛田 陽子 

昭和交流センター

副主幹 

木村 卓郎 平岡公民館館長 神保 繁一 

平川公民館館長 齊藤 秀夫 平岡公民館顧問 庄司 三喜夫 

平川公民館顧問 多賀 克之 平岡交流センター

主査 

岡本 ヤヨイ 

長浦公民館館長 須田 紀子 

    

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 報告 

（１）令和５年度市民会館・公民館事業の実施結果について 
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７ 議題 

（１）令和６年度市民会館・公民館の事業計画について 

（２）令和６年度袖ケ浦市公民館運営審議会の年間計画について 

（３）その他 

 

８ 議事 

 

齋藤委員長 

報告（１）令和５年度市民会館・公民館事業の実施結果について、事務局より

説明をお願いいたします。 

 

事務局 

（資料１ページから２２ページに基づき、島田市民会館館長、齊藤平川公民館

館長、須田長浦公民館館長、加藤根形公民館館長、神保平岡公民館館長が説

明。） 

 

齋藤委員長 

ただいまの説明について、委員の皆様のご質問等があればお受けします。 

 

片寄委員 

令和５年度の実施結果につきまして、ただいまの報告と併せて「であい ふれ

あい まなびあい 生涯学習の記録２０２３」も見させていただきました。５館

のどの講座も魅力的な学習内容で、行ってみたいと思わせるようなものであり

ました。特に印象に残っているものが２つありまして、１つは、市民会館の小学

校家庭教育学級において、助産師を講師に招いた「いのち」の話に関する講話で

す。取りつきづらいテーマですが、似たような課題はありますから、このような

ものを受け継いでいってほしいと思います。もう一つは、平川公民館で障がいの

ある方の公民館利用のきっかけづくりとして、県教育委員会の支援事業と併せ

て実施した単発講座です。前回は君津市、今回は袖ケ浦市で実施されたとのこと

ですが、今後もこのような事業を平川公民館と限らず、市内の公民館で継続して

実施していただきたいと思います。 

 

島田市民会館館長 

令和５年度に平川公民館で実施した障がい者を対象とした単発講座について

補足説明します。この講座を開催した経緯は、市内には特別支援学校があります

が、学校卒業後に社会とのつながりが希薄になる傾向があるため、つながりを少

しでも持てるよう公民館事業とタイアップして、養生功の体験として実施しま

した。この取組や趣旨については理解していますので今後、どのような形で行っ
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ていくのか考えていきます。 

 

福原委員 

公民館まつりを除く公民館事業の講座の中で、日本人以外の方はどのくらい

参加したのか把握されていれば教えてください。 

 

島田市民会館館長 

各館とも日本人以外の人数の統計は取っておらず、不明です。 

 

福原委員 

袖ケ浦市でも国際交流的なことをやっていかなければならなく、様々な公民

館事業を行っていく中で、これからは、外国籍の方が参加しやすい講座を設ける

ことが必要だと考えます。例えば、平川地区でも外国籍の方がいますが、地域と

の交流がうまくできないと言っている方もいます。地域交流の場として公民館

がありますので、このことを視野に入れて事業を展開していただけたらありが

たいですし、また、その結果を期待しています。 

 

片寄委員 

平岡公民館で実施している国際理解セミナーでは、外国の方の参加はありま

せんか。 

 

神保平岡公民館館長 

参加者としては、外国の方はいないと把握しています。 

 

齋藤委員長 

今後、国際交流という観点から事業に活かしてください。 

また、新型コロナウイルス感染症が５類に移行して、新しい事業を行うなど皆

様にはご苦労があったと思います。ありがとうございました。これからも公民館

事業を引き続き行っていただくよう、よろしくお願いいたします。 

 

前田委員 

地域人材育成が多くの館に広まっていると感じました。根形公民館の「ねこま

ろ」は有名で、さらに特別版を実施されていました。長浦公民館では若者にスポ

ットをあてた地域デビュー講座を実施していて、平岡公民館では対象者を小学

生まで拡大した講座があると知り、進化していてありがたいことだと思います。 

 

齋藤委員長 

他に質疑がないようですので、報告（１）については、これで終了いたします。 
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続いて、議題（１）令和６年度市民会館・公民館の事業計画について、事務局

より説明をお願いいたします。 

 

事務局 

（資料２７ページから３６ページに基づき、島田市民会館館長、多賀平川公民

館館長、地引長浦公民館顧問、加藤根形公民館館長、庄司平岡公民館顧問が説

明。） 

 

片寄委員 

令和６年度市民会館・公民館経営方針及び重点施策について、説明をお願いい

たします。 

 

事務局 

（資料２３ページから２６ページに基づき、島田市民会館館長が説明。） 

 

齋藤委員長 

ただいまの説明について、委員の皆様のご質問等があればお受けします。 

 

庄司委員 

 令和５年度の公民館運営審議会の中で,交流センターになると社会教育機能

が低下するのではないかと危惧することが話題になっていましたが、令和５年

度より増して社会教育を推進していこうという姿勢が見て取れて安心しました。

その中で、小中学校家庭教育学級の参加者確保が課題となっているという意見

がありましたけれども、この７月から市内小中学校では保護者あての連絡配信

メールに添付ファイルを付けられるよう変更になります。各学校の教頭に相談

のうえ、周知の手段としての活用をよろしくお願いいたします。 

 

齋藤委員長 

小中学校への周知の際にはよろしくお願いいたします。 

 

前田委員 

令和５年度の決算額と令和６年度の予算額を比較しますと、どの館も予算額

が昨年度の決算額の２、３倍になっています。その中でも特に、市民会館の中学

校家庭教育学級では、令和６年度予算が多くなっていたので関心を持ちました。

どのような内容で行うのかお聞きします。 

また、様式について、令和６年度の予算額には合計の欄がありますが、令和５

年度の決算額には合計の欄が入っていません。両方とも合計が入っている方が

比較できて良いと思いました。 
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木村昭和交流センター副主幹 

 令和５年度の決算額の合計値につきましては、次年度から資料の書式を改め

たいと思います。 

市民会館の中学校家庭教育学級における令和６年度の予算額につきましては、

極端に増やしたものではなく、令和５年度も同程度の予算を持っていました。令

和５年度の決算額が少なくなった理由は、講演の際の講師謝金を工夫して執行

したところがあります。また、令和６年度の中学校家庭教育学級の予算額６２，

０００円につきましては、４センター合同で行う合同講演会の講師謝金として

市民会館の予算として計上しています。この他に、講師謝金として４２，０００

円を計上しているものです。 

なお、先程、片寄委員のご意見にありました昨年度市民会館で実施しました助

産師さんの講演についてですが、今年度は中学校家庭教育学級の合同講演会に

おいて同じ助産師さんを講師に招き、「思春期をいきいきと過ごすために」をテ

ーマに７月４日に実施する予定です。このように、公民館の中でも昨年度の結果

を踏まえ、担当同士で横の連携を図って講座を企画しています。 

 

福原委員 

令和６年度の事業計画では残念ながら、健常者を対象とした講座しかありま

せん。障がいのある方や外国籍の方を招いて講演会を開くなど、交流や理解を深

めることは必要だと思います。福祉施設では地域とのふれあいを持つ場として

様々な行事等を行っていますので、公民館でもそこに踏み込んで企画しても良

いと思います。福祉部門や国際交流に関しては課題や問題点がありますが、今年

度は無理であっても前向きな姿勢で考えていただきたい。先程も言いましたが、

そのような方を公民館に招いて講座を開くなどによって、そこから地域が少し

変わっていくことが期待できるのではないかと思います。 

 

齋藤委員長 

対象者を幅広くということで検討をよろしくお願いいたします。 

 

篠原委員 

令和５年度に長浦公民館で実施した「まるごと体験セミナー」では、１からそ

ばづくりを行い、令和６年度は味噌づくりを行うとの説明がありました。昨年度

のそばづくりを終えて、参加者からサークル化したいというような話はありま

せんでしたか。 

 

地引長浦公民館顧問 

そば打ちを行った後に、一部の人からそのような声がありました。 
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篠原委員 

参加体験した方が続けていって次の段階で講師になれるような機会があれば

是非、支援をしていただきたい。また、長浦公民館で高校生や大学生が参加する

地域人材育成講座を２年実施されましたが、学生達が忙しい中でも、たまには公

民館に顔を出してもらえるようなつながりを大事にして欲しいです。そのよう

なことによって、地域への思いや職員との関係も良くなっていくと思います。 

根形公民館の高齢者教室では送迎バスを運行していますが、たまたま、根形公

民館でその場に出くわした時、高齢者の方がとても楽しそうにしていました。平

川公民館でもバスの送迎を始められたそうですが、高齢者が家から出て公民館

に来るということはとても良いことですし、高齢者が出来ることはやってもら

ってお互いに事業を作っていくようになればありがたいです。 

私の提案ですが、乳幼児・幼児家庭教育学級では、年間回数のうち半分は、母

親達だけでお茶を飲みながら話ができるような、ゆっくりとした時間を持てる

学級ができたら良いと思います。一方、父親の場合はスタッフとして実践し、そ

の姿を子どもに見せて、遊ぶ時は子どもと一緒に遊んだら良いでしょう。 

根形公民館の「ねこまろ」の発表については、いろいろな所で聞きます。全国

公民館研究集会では飾ることなく、根形公民館はこのようなところであるとい

うことをアピールしてください。 

平岡公民館の「居場所づくり」はとても良い取組です。親にとっても公民館に

子どもがいることがわかっていれば安心です。職員には時々子ども達の様子を

のぞいてみて声かけをお願いします。さらに、何か一緒にやってみることができ

ましたら、子ども達との心のふれあいが持てるでしょう。そのような様子を家庭

で話題にしたら親も安心しますし、今度、公民館に行ってみようかと思うかもし

れません。 

まちづくり協議会については、長浦しか設立されていません。これから他の地

区で立ち上げていくにあたって提案します。組織を一から作るのは大変ですし、

自治会役員もこれ以上役割を担うのは負担が大きいです。ですから、青少年に関

しては地区住民会議、安全に関しては防犯や防災、イベントではまつりのスタッ

フになる、交流は一緒に参加する等としたらどうでしょうか。さらに、補助金も

活用して、今ある組織などをうまく融合していければ負担も減らせますので、取

り組み方として考えてみてください。 

 

齋藤委員長 

内部での検討をよろしくお願いいたします。 

 

片寄委員 

昨年度の２月の公民館運営審議会において、市長部局へ移管しても社会教育

という言葉をしっかりと入れて欲しいとお願いしたところ、令和６年度の経営
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方針及び重点施策の説明では、充分汲んでいただきました。それに伴って、２３

ページの令和６年度市民会館・公民館経営方針及び重点施策の中で、「なお、市

民会館・公民館施設の市長部局移管後も交流センターを共用し、引き続き地域の

生涯学習の拠点として、公民館事業を行い、社会教育の振興に努めます。」とあ

り、社会教育の振興という文言もあり、配慮していただいたと感謝しています。 

また、社会教育推進員活動の予算・決算につきましてお聞きします。市民会館、

長浦公民館、根形公民館は決算額も予算額も４，０００円ですが、平川公民館は

どちらも記載がありません。平岡公民館では令和５年度の決算は４，０００円と

ありますが、令和６年度の予算は０円となっているのは記載もれでしょうか。社

会教育推進員は非常に重要な仕事をされていますので、できればすべての館に

おいて予算化して執行されたいと思います。 

 

木村昭和交流センター副主幹 

 社会教育推進員活動の予算額及び決算額が４，０００円としているのは、各館

とも社会教育推進員１０名の会議４回分のお茶代とした食糧費です。 

 

神保平岡公民館館長 

 ３６ページの№１７、社会教育推進員活動の予算額０円というのは誤りで、正

しくは４，０００円です。 

 

齊藤平川公民館館長 

決算も予算もなく記載のとおりで間違いありません。お茶代として予算はあ

りましたが見直しをしまして、令和６年度の予算は計上していません。 

 

片寄委員 

 社会教育推進員に対してできるだけのことをしてほしいと思っていますので、

このような質問させていただきました。社会教育推進員のことを大事にしてく

ださい。 

 

齊藤平川公民館館長 

 承知しました。 

 

齋藤委員長 

質疑がないようですので、議題（１）についてはこれで終了いたします。 

続いて、議題（２）令和５年度公民館運営審議会の年間計画について、事務局

より説明をお願いいたします。 
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事務局 

（資料３７、３８ページに基づき、木村昭和交流センター副主幹が説明。） 

 

齋藤委員長 

ただいまの説明について、委員の皆様のご質問等があればお受けします。 

 

（質疑等なし） 

 

齋藤委員長 

質疑がないようですので、議題（２）についてはこれで終了いたします。 

続いて、議題（３）その他について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

事務局 

（資料３９ページから４１ページに基づき、木村昭和交流センター副主幹が

説明。令和６年度青少年健全育成市民会議の理事については、片寄副委員長を、

令和６年度青少年健全育成推進大会実行委員については、早川委員を推薦し

たことを報告。） 

 

齋藤委員長 

ただいまの説明について、委員の皆様のご質問等があればお受けします。 

 

（質疑等なし） 

 

齋藤委員長 

 ご意見がないようですので、委員の皆様方、よろしくお願いいたします。 

 

齋藤委員長 

議題（３）「その他」についてはこれで、終了いたします。 

 最後に事務局から何かありますか。 

 

事務局 

（追加配付資料に基づき、青少年健全育成推進大会について、木村昭和交流セ

ンター副主幹が説明。） 

 

（質疑等なし） 
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齋藤委員長 

以上をもちまして、本日の議事はすべて終了いたしました。長時間、慎重審議

ありがとうございました。 

 

午後４時５５分 閉会 






























































































